


サルコペニアは、様々な疾患や負傷のリスクと関連していることが報告されています。

同じ摂取量や運動量でも高齢の人は、若い人に比べて骨格筋量を増やすことが難しくなります。
そのため、1歳でも若い時に貯筋 ( 筋肉を貯える)することが重要です。

サルコペニア(筋肉減少症)とは？
骨格筋量は加齢によって減少します

加齢や栄養不良によって筋力や骨格筋量が低下する状態をサルコペニア(Sarcopenia)
と言います。若年者は骨格筋の合成と分解の均衡が取れており、骨格筋量が維持・
増加しやすいですが、高齢者は骨格筋の分解が合成を上回るので、加齢に伴って
サルコペニアになりやすくなります。
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十分な骨格筋量は健康な生活を支えます

嚥下機能の低下
食事摂取量が減ると
更に骨格筋量が低下します。

認知機能の低下
高齢者のサルコペニアは、
認知能力を低下させます。

免疫力の低下
病気にかかりやすく、
回復も遅いです。

膝関節炎・ヘルニア
特に下半身と体幹の
骨格筋量が重要です。

若年者・健常者 高齢者・疾患者

A. 身長は測定値に影響を及ぼすため、正確に入力する必要があります。身長は
伝導体の長さとして使用されるので、実際の身長と入力した身長の差が大きくなる
ほど、算出される体成分の誤差も大きくなります。 ※体組成を正確に測定するため
には、身長だけでなく体重も正確な値が必要です。余分な重さは体脂肪量として反映
されるので、体重測定時はできるだけ軽装で測定してください。

Q4 正確な身長が分かりませんが、適当に入力しても大丈夫ですか？

A. 新陳代謝によって体内の水分は常に循環するので、InBodyで連続測定しても
0.1㎏程度の僅かな差が出ることがあります。しかし、殆どの場合は測定中に動い
たり、しゃべったり、測定姿勢を正しくしなかったことで発生する誤差であり、測定
時に注意事項を守って正しい姿勢を維持すれば、測定時点の最も正確な体組成の
結果が得られます。また、手足が乾燥している場合は測定エラーが起きることが
ありますので、その際は電極に接する部位(特に足の裏)を十分に濡らしてから測定
してください。

Q5. 測定結果がおかしいです。毎回少し差が出ますが正しい結果ですか？

A. 太ももがくっついたり、腕が体に接したり
すると、 各部位を流れる電流の流れが変わるため、
結果に影響を及ぼします。どうしても太ももが
くっついてしまう場合は、太ももの間に電気の
流れないものを挟んで測定してください。

Q6. どうしても太ももがくっついてしまいますが、結果に影響はありませんか？

InBody Dialに関するよくある質問

10










